
2 教育課程等の概要



2-1 国際地域学部 国際地域学科
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Core English 1通 4 ○ 2 4

Writing 1通 2 ○ 3 4 1

Speaking 1通 2 ○ 2 4

Lecture 1通 4 ○ 2

Effective Learning Ⅰ（基礎） 1前 1 ○ 1

Effective Learning Ⅱ(発展） 1後 1 ○ 1

Project English Ⅰ（基礎） 2前 1 ○ 1 4

Project English Ⅱ（発展） 2後 1 ○ 2 4

Current English Ａ（読解） 2前・後 1 ○ 2 1 1

Current English Ｂ（聴解） 2前・後 1 ○ 2

Advanced Writing Ａ（実務・学術） 2前・後 1 ○ 1 2

Advanced Writing Ｂ(翻訳・創作） 2前・後 1 ○ 2

Advanced Reading Ａ（精読） 2前・後 1 ○ 2 3 1

Advanced Reading Ｂ（多読） 2前・後 1 ○ 2 1 1

CALL Ａ（総合） 2前 1 ○ 1 1

CALL Ｂ（聴解） 2後 1 ○ 1 1

TOEIC English 2後 1 ○ 1

Basic English 1前・後 1 ○ 2

Business English Ａ（ロールプレイ） 3前 1 ○ 2

Business English Ｂ（シミュレーション） 3後 1 ○ 2

東アジアの諸言語 1後 2 〇 4 1

基礎中国語Ⅰ（入門） 2前 2 〇 兼2

基礎中国語Ⅱ（基礎） 2後 2 〇 兼2

基礎中国語Ⅲ（応用） 3前 2 〇 1 兼1

基礎中国語Ⅳ（発展） 3後 2 〇 1 兼1

基礎韓国語Ⅰ（入門） 2前 2 〇 1 兼1

基礎韓国語Ⅱ（基礎） 2後 2 〇 1 兼1

基礎韓国語Ⅲ（応用） 3前 2 〇 1 兼1

基礎韓国語Ⅳ（発展） 3後 2 〇 1 兼1

海外英語研修Ａ（長期） 2前～2後 4 〇 1 2 2

海外英語研修Ｂ（中期） 1後～2前 2 〇 2 4 2

海外英語研修Ｃ（短期） 3前～3後 1 〇 3

－ 16 37 0 7 8 7 0 0 兼5

文章作成技法 1前 2 〇 1

基礎ゼミ 1後 2 〇 8 4 4

情報リテラシー 1前 2 〇 1

ネットワーク・プレゼンテーション概論 2後 2 ○ 1

ＤＴＰ・マルチメディア演習 2後 2 ○ 1

体育実技Ⅰ（基礎） 1前 1 〇 兼3

体育実技Ⅱ（展開） 3前 1 〇 兼3

体育講義 1後 1 ○ 兼1

自然とスポーツ 2後 1 〇 兼7 集中

統計学 2後 2 〇 兼1

社会調査法 3前 2 〇 1

社会調査法演習 3後 2 ○ 1

小計( 12科目) － 8 12 0 8 4 5 0 0 兼9

国際学Ａ(国際社会の課題） 1前 2 ○ 2 1 2

国際学Ｂ（世界の諸地域） 1後 2 〇 1 2 1

新潟県の東アジア交流 1後 2 〇 4 兼5

新潟県の経済と産業 1前 2 〇 兼1

新潟県の歴史と文化 2前 2 〇 2 兼6

新潟県の子育て子ども家庭福祉 1前 2 〇 兼2

新潟県の保健医療 2後 2 〇 兼1

文明と宗教（聖書学） 1前 2 〇 兼1

地中海文明史Ａ
（エジプト・フェニキア）

2前 2 〇 兼1

地中海文明史Ｂ（ギリシア） 2後 2 〇 兼1

イスラーム文明史 2前 2 〇 兼1

モンゴル文化史 1前 2 〇 兼1

－

備考

新潟学

東
ア
ジ
ア
の
言
語

国際学

専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

（国際地域学部 国際地域学科）

単位数

基
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科
目
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と
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明
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本
技
能

現
代
教
養

海
外
研
修

小計( 32科目)

別記様式第２号（その２）

授業形態

－
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専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

科目
区分

哲学入門 1前 2 ○ 1

文学 1前 2 〇 1

道徳教育 2前 2 ○ 兼1

歴史 1後 2 〇 兼1

西洋音楽 1後 2 ○ 兼1

美術 1後 2 ○ 兼1

心理学 1前 2 ○ 兼2

社会学 1前 2 〇 兼1

ジェンダー論 1後 2 ○ 1

法学 1後 2 〇 1 兼1

日本国憲法 2前 2 〇 1 兼1

日本経済事情 1前 2 〇 1

金融入門 1後 2 ○ 1

簿記 2前 2 〇 兼1

会計入門 2後 2 〇 兼1

科学技術概論 1前 2 〇 兼1

経営戦略論 1前 2 〇 兼1

－ 0 58 0 8 3 3 0 0 兼28

国際地域学Ａ（国際関係） 1前 2 ○ 1

国際地域学Ｂ（開発経済） 2前 2 ○ 1

国際地域学Ｃ（地域政策） 2後 2 ○ 1

国際社会論 1後 2 ○ 1

比較文化研究入門 1後 2 ○ 3 2

東アジア研究入門 1後 2 ○ 2 1 1

地域環境学 1後 2 〇 1

政治学入門 1前 2 〇 1

ミクロ経済学入門 1前 2 ○ 1 1

マクロ経済学入門 1後 2 ○ 1

行政学 2前 2 〇 1

行政法 2後 2 〇 1

地方自治法 3前 2 〇 1

公共政策論 2前 2 〇 1

公共経済学 2後 2 〇 1 兼1

財政学 3前 2 〇 1

人文地理学 2前 2 〇 1

地域社会学 2後 2 〇 2 兼1

多文化共生論 2前 2 〇 3 2 兼1

異文化コミュニケーション論 2後 2 〇 2 1 1 兼1

都市文化論 2後 2 〇 1

－ 28 14 0 13 8 2 1 0 兼3

国際関係論 2前 2 〇 1 ＊

国際政治学 2後 2 〇 1 ＊

国際法 2後 2 〇 1 ＊

欧州統合論 2後 2 〇 1

国際経済学 2前 2 〇 兼1 ＊

開発経済学 2後 2 〇 1 ＊

国際開発論 2前 2 〇 1

国際援助論 2後 2 〇 1

導
入
科
目

展
開
科
目

国
際
社
会

学
部
共
通

行
政
経
済
系
科
目

小計( 21科目)

地
域
社
会
系

科
目

国
際
社
会
基
幹
科
目

＊
コ
ー

ス
必
修

－

小計( 29科目)

基
盤
科
目

－

現
代
教
養

人
間
社
会
理
解
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専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

科目
区分

国際関係論演習Ⅰ(基礎) 3前 2 〇 1

国際関係論演習Ⅱ（展開） 3後 2 〇 1

国際政治学演習Ⅰ(基礎) 3前 2 〇 1

国際政治学演習Ⅱ(展開) 3後 2 〇 1

国際法演習Ⅰ(基礎) 3前 2 〇 1

国際法演習Ⅱ(展開) 3後 2 〇 1

欧州統合論演習Ⅰ(基礎) 3前 2 〇 1

欧州統合論演習Ⅱ(展開) 3後 2 〇 1

開発経済学演習Ⅰ（基礎） 3前 2 〇 1

開発経済学演習Ⅱ（展開） 3後 2 〇 1

国際協力論演習Ⅰ(基礎) 3前 2 〇 1

国際協力論演習Ⅱ(展開) 3後 2 〇 1

中国金融論演習Ⅰ(基礎) 3前 2 〇 1

中国金融論演習Ⅱ(展開) 3後 2 〇 1

グローバル・エシックス 3後 2 〇 1

海外経済事情 3前 2 〇 1

内外経済・金融動向分析 3後 2 〇 1

国際関係論基礎文献講読Ａ（理論） 3前 2 〇 1

国際関係論基礎文献講読Ｂ（政策） 3後 2 〇 1

国際政治学基礎文献講読Ａ（理論） 3前 2 〇 1

国際政治学基礎文献講読Ｂ（政策） 3後 2 〇 1

国際経済学基礎文献講読Ａ（理論） 3前 2 〇 兼1

国際経済学基礎文献講読Ｂ（政策） 3後 2 〇 兼1

国際協力論基礎文献講読Ａ（理論） 3前 2 〇 1

国際協力論基礎文献講読Ｂ（政策） 3後 2 〇 1

比較政治学 2前 2 〇 兼1

計量政治学 3前 2 〇 兼1

平和研究 3前 2 〇 1

国際人権法 3前 2 〇 1

日本外交論 4前 2 〇 兼1

自治体外交論 4後 2 〇 1

現代ユーラシア研究 3後 2 〇 兼1

現代ヨーロッパ研究 4前 2 〇 1

東南アジア研究 4前 2 〇 1

社会政策Ⅰ（基礎） 2後 2 ○ 兼1

社会政策Ⅱ（発展） 3前 2 ○ 兼1

アジア経済開発論 3後 2 〇 1

開発人類学 4後 2 〇 1

国際経済・金融事情 2後 2 〇 1

アメリカ経済・金融事情 3前 2 〇 1

ロシア・東欧経済論 3前 2 〇 兼1

中国金融論 2後 2 〇 1

世界の公衆衛生 3後 2 〇 兼1

－ 0 102 0 6 1 2 1 0 兼8

文化人類学 2前 2 ○ 1 ＊

比較文化論 2後 2 〇 1

言語学 2前 2 ○ 1 3 ＊

哲学・倫理学 2前 2 〇 1 ＊

比較宗教学 2後 2 〇 兼1

言語文化論 3前 2 〇 1 ＊

現代文化論 3前 2 〇 兼1 集中

比較文学 2後 2 〇 1 ＊

文化人類学演習Ⅰ(基礎) 3前 2 ○ 1

文化人類学演習Ⅱ(展開) 3後 2 〇 1

比較文学演習 3前 2 〇 1

環境文学・文化演習 3後 2 〇 1

言語芸術と修辞学 3後 2 ○ 1

ヨーロッパ近現代史 2後 2 〇 兼1

言語の科学Ａ（文法と意味） 2後 2 〇 1

言語の科学Ｂ（音声と音韻） 3前 2 〇 1

社会言語学 2後 2 〇 1

心理言語学 3後 2 ○ 1

哲学演習 2後 2 〇 1

倫理学演習 3前 2 〇 1

ジェンダーと社会 3後 2 ○ 1

小計( 51科目)

国
際
社
会
演
習
科
目

ー

国
際
社
会
選
択
科
目

展
開
科
目

比
較
文
化
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幹
科
目

＊
コ
ー

ス
必
修

比
較
文
化
総
論
科
目

国
際
社
会
基
礎
文
献
講
読

国
際
社
会

比
較
文
化
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専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

科目
区分

日本文化概論 3後 2 〇 1

英語圏の社会と文化 3後 2 〇 1

英語圏の社会と文化演習 4前 2 ○ 1

英語圏の文化と思想 3前 2 〇 1

英語圏文化・思想演習 3後 2 ○ 1

アメリカ表象文化論 3前 2 〇 1

アメリカ社会文化史 3後 2 〇 1

アメリカ社会文化論 4前 2 ○ 1

ロシア民俗概論 2前 2 〇 1

ロシア表象文化論 2後 2 〇 兼１

日露交流史 3後 2 〇 兼１

中国の社会と文学Ⅰ(近代) 3前 2 〇 1

中国の社会と文学Ⅱ(現代) 3後 2 〇 1

中国の思想 4後 2 〇 兼１

韓国の文化と社会 2前 2 〇 1

言語の原理と普遍性Ａ（英語音韻論） 3後 2 〇 1

言語の原理と普遍性Ｂ（英語統語論） 4前 2 〇 1

日本語概論 3後 2 〇 1

中国言語文化論 3前 2 〇 1

中国言語文化演習 3後 2 〇 1

ヨーロッパ言語文化論 4前 2 ○ 兼1 集中

英文法Ⅰ（基礎） 2前 2 〇 1

英文法Ⅱ（展開） 2後 2 〇 1

英語音声学 3前 2 〇 1

英語教育と英米文学 4後 2 〇 1

－ 0 92 0 10 6 1 0 0 兼7

東アジア史 2前 2 〇 1 ＊

東アジアの社会と文化 2後 2 〇 1 ＊

東アジア研究 3前 2 〇 1 ＊

東アジア研究演習 3後 2 〇 1

東アジア地域統合論 4前 2 ○ 兼１ 集中

東アジアと日本 4前 2 ○ 1

環日本海事情概論 2前 2 〇 1 ＊

環日本海自然環境論 3前 2 〇 兼１

環日本海の地域と開発 4前 2 〇 兼１

ロシア史 2前 2 〇 兼１

現代中国社会論 3前 2 〇 1

ロシア語ⅠＡ（基礎） 2前 2 〇 1

ロシア語ⅠＢ（基礎CALL) 2前 2 〇 1

ロシア語ⅡＡ（初級） 2後 2 〇 1

ロシア語ⅡＢ（初級CALL) 2後 2 〇 1

ロシア語コミュニケーションⅠ(基礎） 2前 2 〇 兼１

ロシア語コミュニケーションⅡ(初級） 2後 2 〇 兼１

ロシア語コミュニケーションⅢ（中級） 3前 2 〇 兼１

ロシア語コミュニケーションⅣ（上級） 3後 2 〇 兼１

ロシア言語文化演習Ａ（中級文法） 3前 2 〇 1

ロシア言語文化演習Ｂ（CALL演習） 3前 1 〇 1

ロシア言語文化演習Ｃ（アスペクト） 3後 1 〇 1

ロシア言語文化演習Ｄ（読解・多読） 3後 1 〇 1

ロシア語コミュニケーションⅤ（応用） 4前 1 〇 兼１

ロシア語コミュニケーションⅥ（発展） 4後 1 ○ 兼１

ロシア言語文化演習Ｅ（読解・精読） 4前 1 〇 兼１

ロシア文化研究Ａ（表象文化） 3前 2 〇 1 1

ロシア文化研究Ｂ（ロシア語の歴史と社会） 3後 2 〇 1

ロシア言語文化論Ａ（ロシア詩） 4前 2 〇 兼１

ロシア言語文化論Ｂ（ロシアのことわざ） 4後 2 〇 兼１

時事ロシア語 4前 1 〇 兼１

露日翻訳演習 3後 1 〇 1

日露翻訳演習 3後 1 〇 兼１

海外ロシア語研修Ａ(長期) 3前～3後 4 〇 1 1 兼１

海外ロシア語研修Ｂ(中期) 2前～2後 2 〇 1 1 兼１

海外ロシア語研修Ｃ(短期) 2前～2後 1 〇 1 1 兼１

ロ
シ
ア
語
選
択
科
目

ロ
シ
ア
語

－小計( 46科目)

比
較
文
化
各
論
科
目

比
較
文
化

東
ア
ジ
ア
共
通
科
目

＊
コ
ー

ス
必
修

ロ
シ
ア
語
基
幹
科
目

東
ア
ジ
ア

展
開
科
目
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専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

科目
区分

中国語ⅠＡ（語法基礎） 2前 2 〇 1

中国語ⅠＢ（読解基礎） 2前 2 〇 1

中国語ⅡＡ（語法初級） 2後 2 〇 1

中国語ⅡＢ（読解初級） 2後 2 〇 1

中国語コミュニケーションⅠ（基礎） 2前 2 〇 兼１

中国語コミュニケーションⅡ（初級） 2後 2 〇 兼１

中国語コミュニケーションⅢ（中級） 3前 2 〇 兼１

中国語コミュニケーションⅣ（上級） 3後 2 〇 兼１

中国語表現演習ⅠＡ（聴解・作文中級） 3前 1 〇 1

中国語表現演習ⅠＢ（読解・作文中級） 3前 1 〇 1

中国語表現演習ⅠＣ（読解中級） 3前 1 〇 兼１

中国語表現演習ⅡＡ（聴解上級） 3後 1 〇 1

中国語表現演習ⅡＢ（読解上級） 3後 1 〇 1

中国語表現演習ⅡＣ（作文上級） 3後 1 〇 兼１

中国語表現演習Ⅲ
（プレゼンテーション基礎）

4前 1 〇 兼１

中国語表現演習Ⅳ
（プレゼンテーション応用）

4後 1 〇 兼１

時事中国語 3後 1 〇

日中翻訳演習 4前 1 〇 兼１

海外中国語研修Ａ(長期) 3前～3後 4 〇 2 兼１

海外中国語研修Ｂ(中期) 2前～2後 2 〇 2 兼１

海外中国語研修Ｃ(短期) 2前～2後 1 〇 2 兼１

韓国語ⅠＡ（総合基礎） 2前 2 〇 1

韓国語ⅠＢ（文法基礎） 2前 2 〇 1

韓国語ⅡＡ（総合初級） 2後 2 〇 1

韓国語ⅡＢ（文法初級） 2後 2 〇 1

韓国語コミュニケーションⅠ（基礎） 2前 2 〇 兼１

韓国語コミュニケーションⅡ（初級） 2後 2 〇 兼１

韓国語コミュニケーションⅢ（中級） 3前 2 〇 兼１

韓国語コミュニケーションⅣ（上級） 3後 2 〇 兼１

韓国語リーディングⅠ（中級） 3前 1 〇 1

韓国語リーディングⅡ（上級） 3後 1 〇 1

韓国語リスニングⅠ（中級） 3前 1 〇 1

韓国語リスニングⅡ（上級） 3後 1 〇 1

韓国語スピーキングⅠ（中級） 3前 1 〇 1

韓国語スピーキングⅡ（上級） 3後 1 〇 1

韓国語ライティングⅠ（中級） 3前 1 〇 兼１

韓国語ライティングⅡ（上級） 3後 1 〇 兼１

韓国語プレゼンテーションⅠ（導入） 4前 1 〇 兼１

韓国語プレゼンテーションⅡ（実践） 4後 1 〇 兼１

韓国語表現法Ⅰ（導入） 4前 1 〇 兼１

韓国語表現法Ⅱ（実践） 4後 1 〇 兼１

韓国の社会と文学Ⅰ（近代） 3前 2 〇 1

韓国の社会と文学Ⅱ（現代） 3後 2 ○ 1

海外韓国語研修Ａ（長期） 3前～3後 4 〇 1

海外韓国語研修Ｂ（中期） 2前～2後 2 〇 1 2

海外韓国語研修Ｃ（短期） 2前～2後 1 〇 1 2

－ 0 136 0 7 3 0 0 0 兼12

中
国
語
選
択
科
目

－

中
国
語
基
幹
科
目

展
開
科
目

韓
国
語
基
幹
科
目

東
ア
ジ
ア

中
国
語

小計( 82科目)

韓
国
語

韓
国
語
選
択
科
目

5



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

備考

専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

科目
区分

都市人間環境学 2前 2 〇 1 *
地球環境論 2前 2 〇 1 *
生活環境科学 2後 2 ○ 1 *
ヒューマンサスティナビリティ学 3前 2 ○ 1 兼2 *
環境と健康 2後～3前 4 ○ 兼2

環境社会学 3前 2 ○ 兼1 集中

科学技術社会論 3後 2 〇 1 *
新潟県の自然環境 3前 2 ○ 兼1

環境経済学 2後 2 ○ 兼1

環境政策論 3後 2 ○ 兼1

地球環境論演習 2後 2 〇 1

グローバルガバナンス 3前 2 〇 1

国際資源・環境論 2後 2 〇 兼1

サスティナブルシティ論 3後 2 〇 1

都市政策論 3前 2 〇 兼１

モビリティ論 3前 2 〇 兼１

NGOの設立と運営 4前 2 〇 1

科学コミュニケーション論 2後 2 〇 1

インターネット利用論 2前 2 〇 1

ネットワークコミュニケーション演習 4後 2 〇 1

地域生活文化論 2後 2 ○ 兼1

消費生活論 2後 2 〇 兼1

基礎化学 2前 2 ○ 兼1

環境化学概論 2後 2 〇 1

生命の化学と情報 3前 2 〇 1

ウェアラブル科学 3前 2 ○ 1

衣住環境工学 3前 2 ○ 1

衣住環境工学実験 4前 1 ○ 1

ヒューマンインタフェース 3前 2 〇 1

ヒューマンインタフェース演習 3後 2 〇 1

生活材料学 3後 2 〇 1

生活材料学実験 4前 1 〇 1

空間デザイン論 2前 2 〇 1

都市デザイン論 2後 2 〇 1

地域デザイン論 3前 2 〇 1

空間デザイン演習Ａ(住居） 2後 2 〇 1

空間デザイン演習Ｂ(公共建築） 3前 2 〇 1

都市・地域デザイン演習 3後 2 〇 1

建築・都市環境フィールド演習 4前 2 〇 1

パッシブシステムデザイン学 3後 2 〇 1

居住設備デザイン工学 3後 2 〇 1

プログラミング演習 2前 2 〇 1

都市建築情報工学 4前 2 〇 1

－ 0 86 0 4 3 1 0 0 兼13

卒業研究 4通 4 0 0 ○ 19 14 7 1 0

小計( 1科目) － 4 0 0 19 14 7 1 0 兼0

小計( 43科目)

環
境
デ
ザ
イ
ン
関
連
科
目

地
域
環
境
基
幹
科
目

＊
コ
ー

ス
必
修

環
境
・
生
活
関
連
科
目

環
境
・
社
会
関
連
科
目

－

－

展
開
科
目

卒業研究

地
域
環
境
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

備考

専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

科目
区分

教職の意義 1後 2 ○ 兼1

教育学概論 1前 2 〇 兼1

教育原理 2後 2 ○ 兼1

教育心理学 2前 2 ○ 兼1

教育制度 2後 2 ○ 兼1

教育課程 4前 2 ○ 兼1

特別活動の研究 2後 1 ○ 兼1

教育方法・技術 3後 2 ○ 兼1

英語科教育法Ⅰ(基礎) 2前 2 〇 1

英語科教育法Ⅱ(実践) 2後 2 〇 1

英語科教育法研究 3前 2 〇 1

英語科教育法発展研究 3後 2 ○ 兼1 集中

生徒・進路指導 3前 2 ○ 兼1

教育相談 3後 2 〇 兼1

教職総合演習 3後 2 〇 1 1 兼1

中等教職実践演習 4前 2 〇 2 2 1

中等教育実習Ａ（長期） 3後～4前 4 〇 3 3 2

中等教育実習Ｂ（短期） 3後～4前 2 〇 3 3 2

中等教育実習指導 3前～4前 1 〇 1 1

小計( 19科目) － 0 0 38 3 4 2 0 0 兼10

－ 56 537 38 19 15 11 1 0 兼90

学士
(国際地域学)

学位又は称号 文学関係・法学関係

教
職
科
目

(合計 336科目)

－

学位又は学科の分野

－

15 週

90 分

卒業要件及び履修方法

１学年の学期区分

授業期間等

2 学期

１時限の授業時間

１学期の授業期間

外国語科目21単位以上（必修科目16単位、英語選択科目５単位以上）
基本技能科目９単位以上(必修科目８単位）
現代教養科目12単位以上（国際学・新潟学・文化と文明からそれぞれ２単位以
上、人間社会理解から６単位以上）
展開科目70単位以上（必修科目28単位、選択科目42単位以上）
・学部共通科目 28単位必修／行政経済系科目選択科目から２単位以上／地域社
会系科目選択科目から２単位以上
・コース科目 いずれかのコースから30単位以上 *はコース必修
（国際社会コース 国際社会基幹科目10単位必修／国際社会演習科目４単位以上
／国際社会基礎文献講読４単位以上）
（比較文化コース 比較文化基幹科目10単位必修／比較文化総論科目８単位以
上）
（東アジアコース 東アジア共通科目８単位必修／露中韓基幹科目のいずれかか
ら12単位以上）
（地域環境コース 地域環境基幹科目10単位必修／環境･社会関連科目６単位以上
／環境・生活関連科目６単位以上（実験科目１単位以上）／環境デザイン関連科
目６単位以上（演習科目２単位以上））
卒業研究４単位
卒業要件単位128単位以上
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2-2 人間生活学部 子ども学科



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

Core English 1通 4 ○ 兼6

Writing 1通 2 ○ 兼8

Speaking 1通 2 ○ 兼6

Basic English 1前・後 1 ○ 兼2

ESPⅠ（基礎） 2前 1 ○ 兼2

ESPⅡ（発展） 2後 1 ○ 兼2

ReadingⅠ（基礎） 2前 1 ○ 兼2

ReadingⅡ（発展） 2後 1 ○ 兼2

東アジアの諸言語 1後 2 ○ 兼5

基礎中国語Ⅰ（入門） 2前 2 ○ 兼2

基礎韓国語Ⅰ（入門） 2前 2 ○ 兼2

海外英語研修Ａ（長期） 2前～2後 4 〇 兼5

海外英語研修Ｂ（中期） 1後～2前 2 〇 兼8

海外英語研修Ｃ（短期） 3前～3後 1 〇 兼3

－ 12 14 0 兼24

情報リテラシー 1前 2 〇 兼1

ネットワーク・プレゼンテーション概論 2後 2 ○ 兼1

ＤＴＰ・マルチメディア演習 2後 2 ○ 兼1

体育実技Ⅰ（基礎） 1前 1 〇 1

体育実技Ⅱ（展開） 3前 1 〇 兼2

体育講義 1後 1 ○ 1

自然とスポーツ 2後 1 〇 1 1 兼5 集中

小計( 7科目) － 4 6 0 0 1 1 0 0 兼7

国際学Ａ(国際社会の課題） 1前 2 ○ 兼5

国際学Ｂ（世界の諸地域） 1後 2 〇 兼4

新潟県の東アジア交流 1後 2 〇 兼9

新潟県の経済と産業 1前 2 〇 兼1

新潟県の歴史と文化 2前 2 〇 兼8

新潟県の子育て子ども家庭福祉 1前 2 〇 1 1

新潟県の保健医療 2後 2 〇 兼1

生命の世界 1前 2 〇 兼1

生命科学 1後 2 〇 兼1

哲学入門 1前 2 ○ 兼1

文学 1前 2 〇 兼1

道徳教育 2前 2 ○ 1

歴史 1後 2 〇 兼1

西洋音楽 1後 2 ○ 1

美術 1後 2 ○ 兼1

心理学 1前 2 ○ 1 1

社会学 1前 2 〇 兼1

ジェンダー論 1後 2 ○ 兼1

法学 1後 2 〇 兼2

日本国憲法 2前 2 〇 兼2

科学技術概論 1前 2 〇 兼1

－ 0 42 0 2 2 1 0 0 兼34

基
盤
科
目

外
国
語

A
C
E

(

A
c
a
d
e
m
i
c

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
v
e

E
n
g
l
i
s
h

)

国際学

基
本
技
能

別記様式第２号（その２）

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次

教育課程等の概要

（人間生活学部 子ども学科）

科目区分

東
ア
ジ
ア

の
言
語

海
外
研
修

－

備考

小計( 14科目)

－

新潟学

人
間
社
会
理
解

－

現
代
教
養

生命科学

小計( 21科目)
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次科目区分 備考

人間生活学概論 1前 2 ○ 2 1 1 兼２

教育学概論 1前 2 ○ 1

人間発達心理学 1前 2 ○ 1

食と健康 2前 2 ○ 兼1

おいしさの科学 1前 2 ○ 兼1

健康長寿の科学 2後 2 ○ 兼1

健康とスポーツの行動科学 2前 2 ○ 1

生活構造論 1前 2 ○ 1

社会福祉論 1後 2 ○ 兼1

地域福祉論 1後 2 ○ 兼1

小計( 10科目) 4 16 0 4 1 3 0 0 兼5

教育原理 1後 2 ○ 1

社会福祉援助技術 2後 2 ○ 1

保育原理Ⅰ（基礎） 2前 2 ○ 1

保育原理Ⅱ（発展） 2後 2 ○ 1

児童福祉論 1後 2 ○ 1

幼児教育学 2後 2 ○ 1

幼児教育史 3後 2 ○ 兼1

教育制度 2後 2 ○ 兼1

教職概論 3前 2 ○ 兼2

養護原理 2前 2 ○ 1

家庭教育 3前 2 ○ 1

相談援助の基盤Ⅰ（基礎） 2前 2 ○ 1

小計( 12科目) － 8 16 0 2 2 0 0 0 兼4

子どもの心とからだ 2前 2 ○ 兼1

乳幼児発達心理学 1後 2 ○ 1

教育心理学 2前 2 ○ 1

カウンセリング論 2後 2 ○ 1

幼児理解・教育相談 3前 2 ○ 1

子どもの発達相談 4前 2 ○ 兼1

臨床心理学 3前 2 ○ 1

医学概論 4後 2 ○ 1

小児保健Ⅰ（基礎） 3前 2 ○ 1

小児保健Ⅱ（応用） 3後 2 ○ 1

小児保健実習 3後 1 ○ 1 兼1

小児栄養 2前 4 ○ 兼1

精神保健 1前 2 ○ 1

発達障がいのある子どもの理解 4前 2 ○ 兼2

小計( 14科目) － 6 23 0 2 0 1 0 0 兼6

ピアノⅠ（基礎） 2後～3前 4 ○ 2 兼5

ピアノⅡ（発展） 3後～4前 4 ○ 2 兼5

歌唱Ⅰ（基礎） 2前 2 ○ 兼1

歌唱Ⅱ（発展） 2後 2 ○ 兼1

図画工作 1後 4 ○ 1

造形基礎 3前 2 ○ 1

幼児体育Ａ（調整運動） 1前 1 ○ 1

幼児体育Ｂ（ボール運動） 1後 1 ○ 1

児童文学 2前 2 ○ 兼1

子ども文化 2後 2 ○ 兼1

子どもの遊び文化 3後 2 ○ 兼2

子どもとメディア 4前 2 ○ 兼1

子どもと絵本・昔話 4後 2 ○ 兼1

音楽理論 2前 2 ○ 1

子どもの音楽 3後 2 〇 1

子どもの造形 2後 2 ○ 1

運動技能 2前 2 ○ 兼1

子どもと表現運動 2後 2 ○ 兼1

小計( 18科目) － 8 32 0 1 3 1 0 0 兼13

展
開
科
目

保
育
の
本
質
と
目
標

子
ど
も
の
文
化

学
部
共
通
科
目

ー

－

－

－

子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次科目区分 備考

保育内容（総論） 2後 2 ○ 1

保育内容（健康Ⅰ基礎） 3前 2 ○ 1

保育内容（人間関係Ⅰ基礎） 2前 2 ○ 1

保育内容（環境Ⅰ基礎） 2前 2 ○ 兼1

保育内容（言葉Ⅰ基礎） 3前 2 ○ 1

保育内容（表現Ⅰ音楽基礎） 2後 2 ○ 1

乳児保育 2前 2 ○ 兼1

障がい児保育 2前 2 ○ 兼1

養護内容 3後 2 ○ 1

保育内容（健康Ⅱ応用） 3後 2 ○ 1

保育内容（人間関係Ⅱ応用） 2後 2 ○ 兼1

保育内容（環境Ⅱ応用） 2後 2 ○ 兼1

保育内容（言葉Ⅱ応用） 3後 2 ○ 1

保育内容（表現Ⅱ造形遊び基礎） 2前 2 ○ 1

保育内容（表現Ⅲ音楽応用） 3前 2 ○ 1

保育内容（表現Ⅳ造形遊び応用） 3後 2 ○ 1

保育内容（総合表現） 3前 2 ○ 1

幼児教育課程論 2後 2 ○ 1

保育方法・技術 3後 2 ○ 1

教育方法・技術 3後 2 ○ 1

保育指導法 3後 2 ○ 1

幼児の運動指導論 3後 2 ○ 1

小計( 22科目) － 6 38 0 3 4 1 0 0 兼5

社会福祉のニーズと政策 3前 2 ○ 兼1

高齢者福祉論Ⅰ（基礎） 2前 2 ○ 兼1

高齢者福祉論Ⅱ（発展） 4前 2 ○ 兼1

障がい者福祉論 2前 2 ○ 1

障がい者福祉演習 3前 2 ○ 1

社会保障論Ⅰ（基礎） 3前 2 ○ 1

社会保障論Ⅱ（発展） 3後 2 ○ 1

公的扶助論 4後 2 ○ 1

コミュニティ・ワーク論 3後 2 ○ 兼1

家族援助論 2後 2 ○ 1

子育て支援論 1後 2 ○ 1

子育て支援マネジメント 4前 2 ○ 1

子育て支援の実際 4前 2 ○ 1

介護福祉概論 2前 2 ○ 1

介護福祉支援技術 3前 2 ○ 1

社会政策Ⅰ（基礎） 2後 2 ○ 1

社会政策Ⅱ（発展） 3前 2 ○ 1

小計( 17科目) － 4 30 0 1 2 2 0 0 兼4

保育総合演習 3前 2 ○ 3 1

教職実践演習 4後 2 ○ 2 3 2

小計( 2科目) － 0 4 0 5 4 2 0 0 兼0

保
育
の
内
容
・
方
法

展
開
科
目

－

地
域
社
会
と
福
祉

総
合
演
習
と
教
職
実
践
演
習

－

－
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

授業形態単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称 配当年次科目区分 備考

学外実習指導 ３通 1 ○ 3 1

乳幼児保育実習Ⅰ（基礎） ３後 2 ○ 3 1 集中

乳幼児保育実習Ⅱ（発展） 4前 2 ○ 3 1 集中

施設実習Ⅰ（基礎） ３後 2 ○ 3 1 集中

施設実習Ⅱ（発展） 4前 2 ○ 3 1 集中

幼稚園教育実習指導 2前～３前 1 ○ 1 1 1

幼稚園教育実習Ⅰ（基礎） ２通 2 ○ 2 3 2 集中

幼稚園教育実習Ⅱ（発展） 3前 2 ○ 2 3 2 集中

小計( 8科目) － 0 14 0 5 4 2 0 0 兼0

社会調査法 3前 2 ○ 兼1

相談援助の基盤Ⅱ（発展） 2後 2 ○ 兼1

相談援助の理論Ⅰ（基礎） 3後 2 ○ 兼1

相談援助の理論Ⅱ（発展） 4前 2 ○ 兼1

相談援助の方法Ⅰ（基礎） 3後 2 ○ 兼1

相談援助の方法Ⅱ（発展） 4前 2 ○ 兼2

相談援助演習Ⅰ（基礎） 3前 2 ○ 兼1

相談援助演習Ⅱ（ケアマネジメント） 3後 2 ○ 兼1

相談援助演習Ⅲ（高齢者） 4後 2 ○ 兼1

相談援助演習Ⅳ（障がい者） 4後 2 ○ 兼1

相談援助演習Ⅴ（発展） 4後 2 ○ 1

福祉行財政と福祉計画 4後 2 ○ 兼1

福祉サービスの組織と経営 4後 2 ○ 兼1

就労支援サービス論 4後 1 ○ 兼1

権利擁護と成年後見制度 4後 2 ○ 兼1

更生保護制度論 4後 1 ○ 兼1

保健医療サービス論 4前 2 ○ 1

相談援助実習Ⅰ（基礎） ４前 2 ○ 1 1 集中

相談援助実習Ⅱ（発展） 4後 2 ○ 1 1 集中

相談援助実習指導Ⅰ（基礎） ４前 1 ○ 1 1 集中

相談援助実習指導Ⅱ（発展） 4後 1 ○ 1 1 集中

小計( 21科目) － 0 38 0 1 1 0 0 0 兼13

卒業研究 4通 4 ○ 6 6 3 0 0

小計( 1科目) － 4 0 0 6 6 3 0 0 兼0

－ 56 273 0 6 6 3 0 0 兼106

学士
(子ども学)

卒
業
研
究

合計 ( 167科目)

社
会
福
祉
士
関
連
科
目

実
習
に
関
す
る
科
目

－

展
開
科
目

外国語科目12単位以上（必修12単位）
基本技能科目５単位以上（必修４単位、選択１単位以上）
現代教養科目12単位以上（国際学・新潟学・生命科学からそれぞれ２単位以上、人
間社会理解から６単位以上）
展開科目80単位以上(必修36単位、選択44単位以上)

うち学部共通科目８単位以上（必修４単位、選択４単位以上）
卒業研究４単位
卒業要件単位128単位以上
幼稚園教諭、保育士、社会福祉士国家試験受験資格の免許資格取得履修モデルによ
り科目を選択すること。

－

学位又は学科の分野

－

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学期の授業期間

－

学位又は称号

１学年の学期区分

１時限の授業時間

15 週

90 分

教育学・保育学関係

2 学期
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2-3 人間生活学部 健康栄養学科



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

Core English 1通 4 ○ 兼6

Writing 1通 2 ○ 兼8

Speaking 1通 2 ○ 兼6

Basic English 1前・後 1 ○ 兼2

ESPⅠ（基礎） 2前 1 ○ 兼2

ESPⅡ（発展） 2後 1 ○ 兼2

ReadingⅠ（基礎） 2前 1 ○ 兼2

ReadingⅡ（発展） 2後 1 ○ 兼2

東アジアの諸言語 1後 2 〇 兼5

基礎中国語Ⅰ（入門） 2前 2 〇 兼2

基礎韓国語Ⅰ（入門） 2前 2 〇 兼2

海外英語研修Ａ（長期） 2前～2後 4 〇 兼5

海外英語研修Ｂ（中期） 1後～2前 2 〇 兼8

海外英語研修Ｃ（短期） 3前～3後 1 〇 兼3

－ 12 14 0 0 0 0 0 0 兼24

情報リテラシー 1前 2 〇 兼1

ネットワーク・プレゼンテーション概論 2後 2 ○ 兼1

ＤＴＰ・マルチメディア演習 2後 2 ○ 兼1

体育実技Ⅰ（基礎) 1前 1 〇 兼1

体育実技Ⅱ（展開） 3前 1 〇 兼2

体育講義 1後 1 ○ 兼1

自然とスポーツ 2後 1 〇 兼7

小計( 7科目) － 4 6 0 0 0 0 0 0 兼9

国際学Ａ(国際社会の課題） 1前 2 ○ 兼5

国際学Ｂ（世界の諸地域） 1後 2 〇 兼4

新潟県の東アジア交流 1後 2 〇 兼9

新潟県の経済と産業 1前 2 〇 兼1

新潟県の歴史と文化 2前 2 〇 兼8

新潟県の子育て子ども家庭福祉 1前 2 〇 兼2

新潟県の保健医療 2後 2 〇 1

生命の世界 1前 2 〇 兼1

生命科学 1後 2 〇 兼1

哲学入門 1前 2 ○ 兼1

文学 1前 2 〇 兼1

道徳教育 2前 2 ○ 兼1

歴史 1後 2 〇 兼1

西洋音楽 1後 2 ○ 兼1

美術 1後 2 ○ 兼1

心理学 1前 2 ○ 兼2

社会学 1前 2 〇 兼1

ジェンダー論 1後 2 ○ 兼1

法学 1後 2 〇 兼2

日本国憲法 2前 2 〇 兼2

科学技術概論 1前 2 〇 兼1

－ 0 42 0 1 0 0 0 0 兼38－

基
盤
科
目

東
ア
ジ
ア

の
言
語

海
外
研
修

小計( 14科目)

外
国
語

A
C
E

(

A
c
a
d
e
m
i
c

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
v
e

E
n
g
l
i
s
h

)

小計( 21科目)

－

基
本
技
能

－

生命科学

現
代
教
養

国際学

新潟学

人
間
社
会
理
解

授業科目の名称
科目
区分

別記様式第２号（その２）

教育課程等の概要

（人間生活学部 健康栄養学科）

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次

単位数
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

授業科目の名称
科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次

単位数

人間生活学概論 1前 2 〇 2 兼4

教育学概論 1前 2 ○ 兼1

人間発達心理学 1前 2 ○ 兼1

食と健康 2前 2 ○ 1

おいしさの科学 1前 2 ○ 1

健康長寿の科学 2後 2 ○ 1

健康とスポーツの行動科学 2前 2 ○ 兼1

生活構造論 1前 2 ○ 兼1

社会福祉論 1後 2 ○ 兼1

地域福祉論 1後 2 ○ 兼1

小計( 10科目) － 4 16 0 3 0 0 0 0 兼10

公衆衛生学総論 2前 2 〇 1

公衆衛生学各論 2後 2 〇 1

疫学 3前 2 〇 1

健康管理学概論 2後 2 〇 1

人体の構造と機能Ⅰ（解剖） 3前 2 〇 1

人体の構造と機能Ⅱ(生理） 3後 2 〇 1

健康管理学各論Ⅰ（疾病） 2後 2 〇 1

健康管理学各論Ⅱ（診断・治療） 3前 2 〇 1

健康管理学実習 3前 1 〇 1 1

生化学Ⅰ（機能） 2後 2 〇 1

生化学Ⅱ（代謝） 3前 2 〇 1

生化学実験Ⅰ（基礎） 3前 1 〇 1 1

生化学実験Ⅱ（応用） 3後 1 〇 1 1

解剖生理学実験 3後 1 〇 1 2

食生活学 3後 2 〇 1

食生活学特論 3後 2 〇 1

食品学総論 2前 2 〇 1

食品学特論 2後 2 〇 1

食品学実験 3前 1 〇 1 2

食品学実習 3前 1 〇 1 2

調理学 1前 2 〇 1

調理科学 3前 2 〇 1

調理学実験 2後 1 〇 1 1

調理学実習Ⅰ（基礎） 2前 1 〇 1 1

調理学実習Ⅱ（応用） 3後 1 〇 1 1

食品衛生学 2前 2 〇 1

食品衛生学実験 2前 1 〇 1 1

新潟の農産物と食品加工 1後 2 〇 兼4

地産地消論 1後 2 〇 兼1

国際保健 2後 2 〇 兼1

－ 40 10 0 2 3 1 3 1 兼6

基礎栄養学Ⅰ(栄養素) 1後 2 〇 1

基礎栄養学Ⅱ(代謝) 2前 2 〇 1

基礎栄養学実験 2後 1 〇 1 1

応用栄養学Ⅰ（栄養管理） 2前 2 〇 1

応用栄養学Ⅱ（母性・成長期） 2後 2 〇 1

応用栄養学Ⅲ（成人・高齢期） 3前 2 〇 1

応用栄養学実習 3前 1 〇 1 1

栄養教育総論 2前 2 〇 1

栄養教育各論 2後 2 〇 1

栄養教育実践論 3前 2 〇 1 兼1

栄養教育実習 3後 1 〇 1 1

臨床栄養学Ⅰ（基礎） 2後 2 〇 1

臨床栄養学Ⅱ（栄養管理） 3前 2 〇 1 兼1

臨床栄養学Ⅲ（栄養評価） 3後 2 〇 1

臨床栄養学Ⅳ（栄養教育） 4前 2 〇 1 兼1

臨床栄養学実習Ⅰ（食事療法） 3前 1 〇 1 1

臨床栄養学実習Ⅱ（栄養管理） 3後 1 〇 1 1

展
開
科
目

－

人
体
の
構
造
・
機
能
及
び

疾
病
の
成
り
立
ち

応
用
栄
養
学

専
門
分
野

－

基
礎
栄

養
学

臨
床
栄
養
学

栄
養
教
育
論

学
部
共
通
科
目

専
門
基
礎
分
野

関
連

科
目

小計( 30科目)

食
べ
物
と
健
康

社
会
・

環
境
と

健
康
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

授業科目の名称
科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次

単位数

公衆栄養学Ⅰ（基礎） 3前 2 〇 1

公衆栄養学Ⅱ（応用） 3後 2 〇 1

公衆栄養学実習 3後 1 〇 1 1

給食経営管理論Ⅰ（基礎） 3前 2 〇 1

給食経営管理論Ⅱ（応用） 3後 2 〇 1

給食経営管理実習Ⅰ（基礎） 3前 1 〇 1 1 1

給食経営管理実習Ⅱ（応用） 3後 1 〇 1 1 1

総合演習Ⅰ（基礎） 1後 2 〇 1

総合演習Ⅱ（応用） 4後 2 〇 3 4 1

臨地実習指導 3後～4後 1 〇 1 1

臨地実習Ⅰ（学校・福祉施設） 3後 1 〇 1 1

臨地実習Ⅱ（病院） 4前 2 〇 1 1

臨地実習Ⅲ（保健所） 4後 1 〇 1 1

－ 44 5 0 5 5 1 1 2 兼2

卒業研究 4通 4 ○ 4 5 1 0 0 兼0

小計( 1科目) － 4 0 0 4 5 1 0 0 兼0

教職の意義 1後 2 ○ 兼1

教育原理 2後 2 ○ 兼1

教育心理学 2前 2 ○ 兼1

教育制度 2後 2 ○ 兼1

教育課程 4前 2 ○ 兼1

特別活動の研究 2後 1 ○ 兼1

教育方法・技術 3後 2 ○ 兼1

学校栄養教育総論 3前 2 ○ 兼2

学校栄養教育各論 3後 2 ○ 兼2

生徒・進路指導 3前 2 ○ 兼1

教育相談 3後 2 〇 兼1

教職総合演習 3後 2 〇 兼3

学校栄養実践演習 4前 2 〇 兼2

学校栄養教育実習 4後 2 ○ 1

学校栄養教育実習指導 4通 1 ○ 兼1

小計( 15科目) － 0 0 28 1 0 0 0 0 兼15

－ 108 93 28 6 6 1 3 2 兼92

学士
（栄養学）

展
開
科
目

専
門
分
野

公
衆
栄

養
学

給
食
経
営
管

理
論

総合
演習

小計( 30科目)

臨
地
実
習

2 学期

１時限の授業時間

１学期の授業期間

１学年の学期区分外国語科目12単位以上（必修科目12単位）
基本技能科目５単位以上（必修科目４単位、選択科目１単位以上）
現代教養科目12単位以上（国際学・新潟学・生命科学からそれぞれ２単位以
上、人間社会理解から６単位以上）
展開科目92単位以上（必修科目88単位、選択科目４単位以上）
うち学部共通科目８単位以上（必修科目４単位、選択科目４単位以上）

卒業研究４単位
卒業要件単位128単位以上

授業期間等

学位又は称号

合計( 128科目)

学位又は学科の分野

－

卒業要件及び履修方法

家政学関係

90 分

15 週

教
職
科
目

－

－
卒業研究

－
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